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ふくどん 

福祉情報誌 第９９号 201５．８．1 

 西原町いいあんべー家では、マッサージ器具の利用や「健康づくり・生き甲斐づくり及びボランティア

活動」を目的にサークル活動等をとおして介護予防を目的に開館しています。気軽にご利用できますので

一度、いいあんべー家へ足を運んでいただきご自身の健康づくりに役立ててみてはいかがでしょうか。 

オレンジクラブの活動風景 



報告発表した西原南小学校の皆さん 

社協活動基本目標 ： わたしたちは、長寿社会を健康で安心してすごせる福祉のまちをつくりましょう 

第９９号 福祉情報誌 福丼 平成２７年８月１日 

第
二
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
委
員
相
互
、
人
格
の
識
見
の

向
上
、
知
識
の
習
得
、
各
委
員
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
目
的
で
、

一
日
目
は
沖
縄
愛
楽
園
交
流
会
館

で
の
講
話
及
び
映
写
・
資
料
館
見

学
、
二
日
目
は
沖
縄
宇
宙
通
信
所
を

見
学
し
ま
し
た
。 

沖
縄
愛
楽
園
交
流
会
館
は
六
月
一

日
に
開
館
し
、
西
原
町
第
二
民
児
協

が
初
の
来
館
団
体
で
し
た
。
愛
楽
園

自
治
会
副
会
長
で
あ
る
米
蔵
豊
正
氏

の
講
話
か
ら
、
愛
楽
園
発
祥
の
地
で

あ
る
屋
我
地
大
堂
原
（
う
ふ
ど
う
ば

る
）
に
施
設
開
所
と
な
っ
た
経
緯
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講

話
の
後
、
入
所
者
の
証
言
映
像
を
視

聴
し
ま
し
た
。
当
時
の
居
住
者
が
堪

え
忍
ぶ
姿
や
回
復
し
て
笑
顔
で
退
所

し
て
い
く
姿
が
目
に
焼
き
つ
い
て
い

ま
す
。 

資
料
館
に

は
、
集
落

を

追

わ

れ
、
人
里

離
れ
た
場

所
に
隠
れ

て
生
活
を

し
て
い
た

小
屋
の
模

型
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
隣
に
は
、
飲
み
水
も

な
い
無
人
島
か
ら
水
の
あ
る
屋
我
地

へ
脱
出
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
手

造
り
の
帆
船
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
づ

い
て
資
料
展
示
室
に
は
、
白
い
野
球

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
か
か
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、

当
時
の
入
所
者
が
唯
一
の
楽
し
み
で

あ
っ
た
野
球
の
試
合
を
観
戦
す
る
た

め
に
手
づ
く
り
し
使
用
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
不
自
由
な
手
で
も
削
り

や
す
い
よ
う
に
自
分
た
ち
で
工
夫
・

改
良
し
て
使
用
し
た
と
い
う
大
工
道

具
の
カ
ン
ナ
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 ハ

ン
セ
ン
病
に
よ
る
誤
っ
た
認

識
・
差
別
・
強
制
隔
離
政
策
の
歴

史
、
間
違
っ
た
人
権
問
題
か
ら
解
放

さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
は
国
家
賠
償

請
求
訴
訟
が
勝
訴
判
決
を
果
た
し
ま

し
た
。
勝
訴
す
る
ま
で
に
は

っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
生
き
る
こ

と
の
重
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く

役
割
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
来
年

度
か
ら
使
用
さ
れ
る
国
語
の
教
科
書

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

二
日
目
に
見
学
を
し
た
沖
縄
宇
宙

通
信
所
は
、
緑
が
茂
っ
た
静
か
な
森

の
中
に
あ
り
、
巨
大
な
ア
ン
テ
ナ
と

ド
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

通
信
所
の
主
な
業
務
は
、
打
ち
上
げ

ら
れ
た
人
工
衛
星
か
ら
の
電
波
を
受

信
し
、
正
し
く
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
の
追
跡
調
査
で
す
。
初
め
て
知

る
宇
宙
衛
星
の
様
子
に
目
を
見
張
り

ま
し
た
。 

 

両
日
の
研
修
会
で
は
、
多
く
の
事

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時

に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
間
の
親

睦
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

気
持
ち
で
今
後
の
民
生
委
員
活
動
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

県
内
研
修
報
告 

‐ 

 

第
二
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会  

ＮＡＳＡ沖縄宇宙通信所にて 

沖縄愛楽園交流会館にて 

自治会副会長の講話 

 

天
気
予
報
は
、
雨
の
ち
曇
り
降
水
確
率

％
。
予
報
通
り
早
朝
か
ら
雨
が
降
り
ま

し
た
が
、
７
月

日
（
日
）
毎
年
恒
例
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
曇

り
空
の
中

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

午
前
中
は
海
で
泳
ぎ
、
保
護
者
の
焼
い

て
く
れ
た
お
肉
や
焼
き
そ
ば
を
美
味
し
く

食
べ
た
後
に
は
、
冷
た
い

。 

 

午
後
か
ら
は
ス
イ
カ
割
り
を
し
て
第
２

弾
の

分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
も
、
オ
キ
コ
や
南
部
飲
食
業
組

合
等
か
ら
物
品
の
寄
付
を
受
け
会
の
開
催

を
助
け
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
協
か

ら
募
集
し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
子
ど
も
達
を
た
く
さ
ん
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
て
、
感
謝
で
す
。 

 

そ
し
て
、
自
宅
に
着
く
と
同
時
に
ド

シ
ャ
降
り
の
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
。  

 

町
し
ょ
う
が
い
児
者
父
母
の
会 

参加者写真（上）楽しい海水浴（下） 



福祉情報誌 福丼 平成２７年８月１日 第９９号 

社協基本活動目標 ： わたしたちは、互いに助け合い支えあって、共に生きる福祉のまちをつくりましょう 

 

社
会
福
祉
法
人
琉
球
溢
愛
会
は
、

障
害
者
支
援
施
設 

愛
泉
園
及
び
同

系
列
施
設
で
あ
る
心
（
ち
む
）
ハ
ウ

ス
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
、
す
ま
い

る
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
・

我
謝
在
、
小
那
覇
在
、
兼
久
在
）
、

愛
・
ネ
ッ
ト
（
特
定
相
談
支
援
事

業
、
障
害
児
相
談
支
援
）
な
ど
４
事

業
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成

年
６
月
８
日
（
月
）
に
西

原
町
字
池
田
に
あ
り
ま
す
障
害
者
支

援
施
設 

愛
泉
園
を
訪
問
し
ま
し

た
。 

 

障
害
者
支
援
施
設 

愛
泉
園
は
、

歳
以
上
の
知
的
・
精
神
・
身
体
の

障
害
者
が
施
設
入
所
支
援
の
対
象
で

あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
現
在
、
男
性

名
、
女
性

名
の
合
計

名
が
入
所
し
て
い

ま
す
。
最
高
齢
者
が
男
性
は

歳
、

女
性
は

歳
で
平
均
年
齢
は

．

５
歳
で
あ
り
、
又
、
西
原
町
役
場
近

隣
な
ど
に
農
園
を
借
り
、
自
立
訓

練
、
就
労
移
行
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
各
入
所
部
屋
は
、
男
女
別

に
一
部
屋
に
４
人
で
生
活
し
、
楽
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
、
又
、
社

会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
教
育
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

特
に
、
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
後
片
付

け
」
を
す
る
こ
と
の
教
育
は
力
が
こ

も
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

そ
の
他
、
教
養
的
な
書
道
や
絵
画

な
ど
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。 

 

又
、
「
す
ま
い
る
」
で
は
手
造
り

の
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
愛
石
鹸
を
作
っ

て
お
り
、
そ
の
石
鹸
は
と
て
も
評
判

が
良
く
町
内
の
給
油
所
な
ど
で
も
販

売
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
、
親
善
・
交
流
で
来
所
す
る
に
当

た
っ
て
入
所
者
は
数
週
間
前
か
ら
太

鼓
打
ち
を
練
習
し
て
来
た
と
の
こ
と

で
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
御

心
か
ら
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
に
併
せ
て
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
入
所
者
及
び
職
員
が
、

立
ち
上
が
り
素
晴
ら
し
く
、
美
し
い

小
踊
り
を
し
て
会
場
は
、
大
い
に
盛

な
笑
顔
で
一
杯
で
し
た
。
私

た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
丹

念
に
練
習
を
し
た
「
芭
蕉
布
」
「
故

郷
」
を
合
唱
で
披
露
し
ま
し
た
。
入

所
者
の
皆
さ
ん
は
穏
や
か
で
笑
顔
の

絶
え
な
い
方
ば
か
り
、
自
宅
に
は
時

折
、
帰
る
と
の
こ
と
。
親
善
・
交
流

の
終
了
後
、
入
所
者
か
ら
利
用
者
と

職
員
の
手
作
り
の
首
飾
り
を
感
謝
を

こ
め
て
私
達
の
首
に
掛
け
て
下
さ
り

握
手
を
交
わ
し
、
相
互
の
心
の
温
も

り
を
感
じ
る
の
と
同
時
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
意
気
投
合

し
た
も
の
で
す
。
何
事
に
も
一
生
懸

命
で
あ
る
入
所
者
の
姿
に
感
動
し

我
々
に
も
パ
ワ
ー
と
学
び
を
享
受
し

た
有
意
義
な
素
晴
ら
し
い
訪
問
と
な

り
ま
し
た
。

入
所
者
と
の
懇
談
会
終
了
後
、
理

事
長
を
は
じ
め
職
員
と
の
親
善
・
交

流
を
通
し
て
の
討
論
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
す
ま
い
る
」
の
メ
ン
バ
ー

の
中
に
は
、
親
・
兄
弟
に
対
す
る
思

い
が
強
い
方
が
お
り
、
給
与
や
賞
与

か
ら
分
け
与
え
る
な
ど
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

な
ど
多
く
の
行
事
を
行
い

 

 

本
当
に
素
晴
ら
し
い
、
実
り
多
い

訪
問
と
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

平
成

年
度
第

回
沖
縄
県
身
体
障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
主
催
：
沖
縄
県
身

体
障
害
者
協
会
）
が
、
去
る
７
月
５
日
、
県
総

合
運
動
公
園
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

西
原
町
身
体
障
害
者
協
会
か
ら
も
大
城
清
会

長
他
６
人
が
参
加
し
、
宇
栄
原
進
さ
ん
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
健
闘
し
ま
し
た
。
参
加

チ
ー
ム
は
北
は
国
頭
村
か
ら
南
は
糸
満
市
ま
で

の
会
員
、
約

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
年
に
一

度
開
催
さ
れ
る
当
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
腕
力
を
必
ず
と
も
必
要

と
せ
ず
、
距
離
感
と
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る
競

技
で
す
の
で
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
は
難
し
い

競
技
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
障
害
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
障
害
の
身
で
あ
り
、
な
ん
と

か
工
夫
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
な
が

ら
一
生
懸
命
競
技
を
行
い
、
熱
中
症
に
も
な
ら

ず
、
無
事

に
大
会
を

終
え
ま
し

た
。
西
身

協
の
会
員

は
、
ま
た

来
年
開
催

さ
れ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大

会
を
楽
し

み
に
し
て

い
ま
す
。 

研修先で職員と民生委員の集合写真 

プレーの合間の競技参加者 

愛
泉
園
の
入
所
者
と
笑
顔
で
微
笑
む
・
さ
わ
や
か
な
親
善
・
交
流  

 

第
一
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会 

障
害
児
（
者
）
部
会 

  

健
闘
！
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会  

 

町
身
体
障
害
者
協
会  



 社協活動基本目標 ： わたしたちは、ボランティア活動に参加し、共に喜び合える福祉のまちをつくりましょう 

○名 称 

   

 サポートセンターはばたき 

○営業日 

 毎週月曜日～金曜日 

 （土・日・祝日は休み） 

○開所時間 

 ８：３０～１７：１５  

○利用提供時間 

 ９：００～１６：００ 

〒９０３－０１１１ 

 西原町字与那城１３５ 

（社会福祉センター隣） 

（電話）  

（FAX）  

福祉情報誌 福丼 平成２７年８月１日 第９９号 

お中元、お米、パイの注文はこちらの番号

にお電話ください！ 

TEL:０７０－５２７４－１８３９ 

（はばたき直通） 

営業：８：３０～１７：１５

（       



社協基本活動目標 ： わたしたちは、知恵や創造性を生かした心豊かな福祉のまちを作りましょう 

い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業 

紹
介 

 

い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

 
 

 

西
原
町
内
の
各
行
政
区
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
、
生
き
が

い
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
場
と
し
て
、
そ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

歳
以

上
の
方
を
対
象
に
し
た
「
い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
」
を
月
に
２
～
３
回

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

各
行
政
区
で
は
、
医
療
講
話
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
操
、
趣
味
活
動
な

ど
の
出
前
講
座
を
行
う
事
に
よ
り
、
参
加
者
の
健
康
維
持
及
び
増
進
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

※
問
い
合
わ
せ
先 

各
自
治
会
及
び
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
施
区
（

地
区
） 
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・
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川
・
与
那
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第９９号 福祉情報誌 福丼 平成２７年８月１日 

開館日：毎週月曜日～土曜日【日・祝日・年末年始休館】 

時 間：9時～1７時１５分 

対象者：西原町在住・在勤の40歳以上の方 

利用料：100円【マッサージ器具などを利用できます】 

場 所：西原町字与那城135番地（中央公民館隣） 

電 話：098-946-1734 

※利用時に介助が必要な方は介助者の同伴をお願い致します。 
 

腰
痛
予
防 

ス
ト
レ
ッ
チ 

 

同
じ
姿
勢
で
長
時
間
過
ご
し
て
い
る
と
、
筋
肉
が
硬
く
な
り
、
腰
痛
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
入
浴
後
や
寝
る
前
に
お
勧
め
な
腰
痛
予
防
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
腰
痛
の
軽
減
・
予
防
だ
け
で
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
も
あ
り
ま
す
。 

 

痛
み
が
強
い
時
は
無
理
し
て
行
わ
ず
、
反
動
を
つ
け
た
り
、
呼
吸
を
止
め
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
腰
痛
が
改
善
し
な
い
時
は
ひ
ど
く
な
る
前

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
コ
ル
セ
ッ
ト
や
腰
椎
ベ
ル
ト
は
種
類
や
用
途
が
様
々
あ

る
の
で
、
専
門
家
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

腰～臀部のストレッチ 

[1] あお向けになり、膝を両手で抱えます。  

[2] 胸に膝をつけ、10秒間姿勢をキープします。  

[3] はじめの姿勢に戻り、左右交互に５回行いましょう。  

腰のストレッチ 

[1] あお向けになり、左手で右足の外側を持ちます。  

[2] 添えた手の方向に、腰から下だけを息を吐きながら倒し、  

  10秒間姿勢をキープします。  

[3] 左右交互に５回行ってみましょう 

場 所：幸地ﾊｲﾂ自治会事務所 

担 当：与那覇 

活動日：毎月第2・4土曜日 

時 間：10時～12時 



社協活動基本目標 ： わたしたちは、おもいやりいたわりあう心で住みよい福祉のまちをつくりましょう 

◆一般寄付◆ 

・

・

 

・

 

◆香典返し◆ 

・  

・
◆物品・野菜寄贈◆  

小波津盛光様、玉那覇香代子様、石原米子様、 

 兼城美代子様、仲本良雄様 

平成２７年８月１日 福祉情報誌 福丼 第９９号 

生活福祉資金は、資金の貸付と必要な相談援助を行うことにより、その経済的自立及び生活意欲の助長促

進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的としています。 
 

☆教育支援資金貸付 
 低所得世帯の方が学校教育法に規定する高等学校、大学、又は高等専門学校に就学する際に必要な経費を

貸付致します。 

 
＜貸付対象＞ 

○西原町内に在住していること。 

○低所得世帯（市町村民税非課税程度）に属していること。 

※日本学生支援機構、沖縄振興開発金融公庫、高校育英貸与奨学金、また、母子・父子世帯の方は母子寡

婦福祉資金等、他制度の利用が可能な世帯はそちらが優先されます。 

 （母子寡婦福祉資金の窓口：西原町役場福祉課・９４５－５３１１） 

 ※生活福祉資金は審査により適否が決まりますので、ご期待に添えないこともあります。 

  また、お申込みから審査まで約1ヶ月程お時間を要します。 

 

種  類 貸 付 限 度 額  償還期間の目安 
貸付 

利子 

１．教育支援資金 

（修学するために必要な経

費） 

①高等学校（月３万５千円以内） 

②高等専門学校・短大（月6万円以内） 

③大学（月６万５千円以内） 

・教育支援資金のみ 

（貸付月数の3倍以内） 

・教育支援資金＋支度費 

（貸付月数の４倍以内）      

無利子 

２．就学支度費 

（入学に際し必要な経費） 
５０万円以内 

お問い合わせ：西原町社会福祉協議会（仲程）９４５－３６５１ 

★利用できる方 
 障害福祉サービス受給者（居宅介護・重度訪問介護） 

 西原町地域生活支援事業受給者（移動支援事業） 

★利用日・時間 
 日曜日～土曜日（年末年始休み）午前７時～午後１１時 

★サービス内容 
 １．居宅介護計画の作成 

 ２．身体介護に関する内容 

 ３．家事援助に関する内容 

 ４．生活・介護等に関する相談及び助言 

 ５．日常生活支援（身体障害者に限る） 

 ６．その他生活全般にわたる援助 

 ７．歩行困難で外出時に介助を必要とする移動支援 

★概要 
公的制度（介護保険・障害福祉サービス）を利用

できない方や利用しているがもっと家のことを

やってほしい方に対し有料で下記のサービスを

行っています。お気軽にご相談下さい。 

★サービス内容及び利用料金 
 ①１時間あたり：1,0５0円（ヘルパー有資格者を派遣） 

        食事の支度・衣類の洗濯、住居等の掃除、整理

整頓、通院等外出の付き添い 

    ②１時間あたり： 800円 

生活必需品の買い物、留守番、話し相手 

  ※その他、簡易な身の回りの世話も行います。 
  

※お問い合わせは社会福祉協議会まで 


